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【参考】FIA-F4 GEN1 の減速度に関する要件

・パッドの領域の中心に、ボールジョイント接合部を介して、
 20KNの一定の横水平荷重を3分以内に加え、最低30秒間維持する。
・この試験では、サバイバルセルの内側、外側に構造破壊があってはならず、
 荷重を1分間解放した後の塑性変形は1mm未満でなければならない。
・変形はパッド上部で内面全体にわたって測定され、
テストでは生存セル内面全体のたわみが20mmを超えてはならない。
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取得データ解析
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上位カテゴリ FIAｰF4 GEN1規定を

満足する強度を実現


